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V．環境保全林および環境保全緑地形成のための植生学的諸提案

　敦賀半島は海岸線から西方ケ岳，サザエ岳の峰山までの一帯が「若狭湾国定公園」として自然

公園に指定されている。敦賀発電所は，この敦賀半島の北端に位置しており，豊かな自然環境の

保全，自然環境との調和さらにより充実した自然環境の創造が必要とされる。

　敦賀地区の自然環境，とくにその要としての植生について植生学的，植物社会学的に調査・研

究が今回行なわれた。現地調査と室内作業とをくり返してまとめられた調査結果をもとに，敦賀

発電所における緑の環境創造に対する植生学的な見地からの基本的提案，あるいは基本原則が以

下に示される。

1，　現存植生の利用

　我々が現在直接見，触れ，測定，観察が可能な植生が現存植生と呼ばれている。敦賀発電所周

辺の現存植生はスダジイ，タブノキなどの常緑広葉樹を主とした自然植生の残存林分からアカマ

ツ，クロマツなどの二次林，スギ，ヒノキの植林，水田放棄地のススキ草原，ヨシ湿原まで多様

である。これらの現存植生の中で高木層から草本層まで多層構造の群落を形成している森林植生

はその立地が許容する範囲内で時間の経過とともに発展し，比較的安定している多様性に富んだ

植生である。またクヌギーコナラ林のような工三二もアカマツ，ク・マツ，スギ，ヒノキ植林によ

り広い面積を占められている地域においては限られた範囲にしか残存生育しない自然林の補償と

して実質的に環境保全，景観形成に果してきた機能も少なくない。今後計画される環境保全林創

造にあたっては，まだ現存している自然林の保護はもとより，二次林や植林であってもできるだけ

破壊することなく現存する多層群落を最大限に利用して環境保全林を形成することが勧められる。

　たとえば，ヤブコウジースダジイ群集域のスギーヒノキ植林の場合，その林床には潜在自然植

生の構成種であるスダジイ，アラカシ，タブノキなどを補植することにより，順次自然度の高い

多層群落の常緑広葉樹林への遷移を促進することが望ましい。

2．　多層構造による相乗効果

　敦賀発電所周辺に生育する自然植生から代償植生まで，その群落構造を比較すると単層群落か

ら4～5層の多層群落まで様々な群落構造がみられる。本来大部分が多層群落の常緑高木林に被

われていた敦賀地区も長い間の火入れ，伐採，耕作など各種の人為的干渉が加えられるほど群落

構造は単純化し，耕作地では立地の違いに応じ，ウリカワーコナギ群集（水田雑草群落），カラ

スビシャクーニシキソウ群集（畑地雑草群落）など単層群落が生育する。これらの単層群落は，

人為的干渉を停止すると時間の推移とともに二次的進行遷移が進み，その土地國有の多層群落を

形成する。
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　敦賀地域内で広い生育域をもつ潜在自然植生の主要群落であるヤブコウジースダジイ群集など

の常緑広葉樹林では，群落内で種々の植物が競争と共存を繰り返し，動的均衝が保たれ，土壌中，

特に表層土の中には土壌微生物などが充満しており，植物に必要な良質の有機質に富んだ森林土

壌を形成している。

　したがって，多層構造を形成している植生は，植物相互に共存することによって，きびしい外

的な環境条件の変化を和らげ，一時的な環境の変化である強風，豪雨などに対し地盤の保持，保

水力の増加を行ない，また防音，防じん，大気および水の浄化，さらには各種の突発災害に対し

ての防災効果が高い。

　森林植生が草原，河辺，道路，裸地などの開放鑑血忌と接するところにはノイバラ，タラノキ，

ナワシロイチゴなどの有棘植物，ヤマハゼ，ヤマウルシ，ヌルデなどの複葉の落葉低木類，スイカ

ズラ，アケビ，ヘクソカズラなどのつる植物を主な構成種とする林縁群落が生育している。さらに

その外側に帯状に草本植物群落が生育している。これらの群落はマント群落Ma職telgesellschaft

およびソデ群落Saumgesellschaftと呼ばれ，森林内への強い直射日光の侵入や，風の吹き込む

のを防ぎ，森林群落を保護している。

　したがって，その土地固有の潜在自然植生の顕在化をはかった環境保金林などの森林群落を保

護，維持する際には安易に林内の下草刈りを行なったり，林縁群落を除去しない様に注意しなけ

ればならない。また，新たに環境保全林を形成するにあたっては，開放域との接点には幅が狭く

ても帯状にマント群落およびソデ群落を積極的に形成しなければならない。

　産業立地，発電所サイトのように様々な人為的干渉下に植生が貧化し，立地の植生維持力が低

下したようなところでは，密植法が環境保全林，保全林形成の前提となる。　“生きものはきびし

い環境では徒党を組む”。くく弱い植物も密生してはじめて共存が可能である”。

　たとえ幼虫のポット苗でも，種子（ドングリ）でも将来高木に生育する能力をもった常緑広葉

樹の本命の樹種（潜在自然植生の主要構成文士）を中心部に密植する。さらに，将来逆U字形の

環境保全林が形成されたとき森林の保護組織の機能を果させるマント群落およびソデ群落を構成

する腐縁部分は季節的な彩りもかねて花木類などが帯状に密植されてもよい。

　構造的にも空間的にも密生した多層群落の形成こそ，新しい時代に対応した本格的な発電所サ

イト周辺の境界環境保全林形成の生態学的な基本である。

3．樹種の選定

　生きた構築材料一植生一を使っての環境創造には植物社会の時間的，空間的な秩序にしたがわ

ないかぎり成功しない。またそれぞれの種（類）は，どれほど管理しても，その種が内蔵してい

る発展のプログラムにそって生育する以上の生長は期待できない。また落葉樹は，どんなに管理

しても冬は落葉して，枯木と同じ状態となる。したがって，産業立地，原子力発電所サイトなど

へ積極的に多様な環境保全機能を営む“生きているフィルター1iving　filter”を形成するために
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Rz‘∂Z‘5〆｝α♂〃Zα融5　ナガバモミジイチゴ

勲援yα∫ぐαη漉π5　コウヤボウキ

盈1ツノ照門‘0吻C妙αvar．α5忽磁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハエドクソウ

ム4漉彦8μo漉αoパ8雇α♂露　イヌガソソク

ぞb砂goπz〃2へ輝びbノ’ノノ躍　ミズヒキ

P∂Z謀αブ曜＞o／z飴α　ヤブミョウガ

C城∫〃呂θπZ‘∫Z〃Z4～‘Zπ彦ゲbZゴτ‘5　var．ノ砂・ノ～’‘z‘5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コチヂミザサ

1）0εα諺8∫ブ砂0麗α‘∫フキ

ゴ1∫∠8ノ・α96ノ・α∫0耽5var．1Lμノ曙αθ

　f．Zα‘cα撹1雄∫シロヨメナ

50砺為90励即一αz〃暫8αvar．α∫ガ漉Cα

アキノキリンソウ
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Tab．！9　ウラジロガシ群落植栽適性植物一覧表

　Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　f藤r　die

　Qど’6’・c〃∫5α♂～ご～ηα一Gesellschaft

i＼＼贋鯉　　 1撚植杢ヒ構成種群
嘆臨，．三．．

i高囎
iBaumschicht

＼：A「ten　de「na唄icheg　Vegrtation

　ξ

｛Q・’伽・・砒融ウラ弾ガシ
　ド　ヒ
　iQ～’8’℃榔3θ∬’Zヴb々‘乙　ツクバネガシ
　…

　I　iQz‘6’℃κ58’Zα♂κα　アラカシ

　lQ～‘8’噂。〃∫曜認α　アラガシ

　’

低木層

Strauchschicht

草本層

1（rautsch玉Cht

E～〃っアαノ＠o所6α　ピサカキ

α（㌘8ノ・αノ‘ψo癖6α　サカキ

Cα〃～8耀α∫α∫α〃ヴ’1π　サザンカ

　π8ぼC’・β〃α如イヌツゲ

て1Z畝τcrO／2αオαvar．ραZ～’‘Jo∫αノ、イイヌツケつ5α〃3Z＞‘’cz’3∫’8ろoZげ1‘〃～α

（A～’αめαノ‘ψoノ～1（－αvar．ゐ0／98α”∫ヒメアナキ）Ez’o〃y〃～”5　Zζ〃～o召oZ‘‘甜∫

　To’フ’（伊αノzμ‘ぴヒ’一α　カヤ

：（T・〃’（う・‘1〃！κグセノ・αvar．ノ・84～α1〃∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チャボガヤ）

5葱〃〃〃～αノ妙0〃猷α　ミヤマシキミ

　魏0！～ム∫銀58～ゼ6改Z　シロタ“モ

P！oが∫ノ4）o〃左協　アセビ

：：乃9αC1～蝿αψど‘∫ノbノ’Z姻αシュ・

エ）び（膨61噛1S8ノ罪ん・0∫ω・α　ベニシダ

Cや1L～qρogoノ～ノ・ψω～1c～‘∫ジャノヒゲ

qy〃め1♂1’θ〃go8ノー1〃8ゾ1　シュンラン

5彦’w彦飯（膨8”お〃ψoノ～∫‘α　シシガシラ

i　　　　　代償植生構成種群

i　　Arten　der　Ersatzgesellschaften

IQ～‘c”α‘∫‘8’フ’α頗　コナラ

　Cαψ∫1醜5灘61zo～zo5々距　イヌシデ

iCαψ〃躍∫Zα」じ認01rα　アカシデ

、Cαψ加螂‘oノ「孟薦‘サワシバ

　Cα舘α刀8αc’・θノ～α乱‘　タリ

ー50ノわ～∬ブ‘4）oノ～～‘α　ウラジロノキ

　P～’々びみ〃∫解切’α　アカマツ

：Cα躍6αψα1πoZ々∫　ヤブムラサキ

，∫），マ〃η，5　～ノZ‘’5α　var．　た’ノ～ゐ～8～Z∫～∫

　　　　　　　　　　　　　　　キンキマメザクラ

Rノ診0‘♂048〃こか0／Zたα6〃ψゾ8ノ’ごヤマツツジ

　Vゼ∂κ1フη’〃11）扉8∂o孟ガ61厩ノπオトコヨウゾメ

　　　　　　　　　　　　　　　　ニワトコ

　　　　　　　　　　　　　　　　ムラサキマユミ

　E～♂oノ～）リノ，，，∫‘1Zα孟，’∫f．5訟1一～αオz‘5　コマニエーミ

　E～’0刀y〃～π∫5∫β∂0♂‘1～ヒ〃η’∫　マユミ

πα〃～αc1・ρρo（滋　アオハダ

501加5α」〃ゲb〃α　アズキナシ

P砂砂α∫cα肛z例5　コウヤボウキ

・M’5（・α〃μ1～～’∫5〃～ω～5～∫　ススキ

lCαノ・8露♂召〃如　ナキリスゲ

iZの∫’切ψ・〃1cαシバ

｝のz～・〃’・・酬・〃・ぬ♂α‘醐嬬va・．

｝　　　　　　ノψoπ～6照　コチヂミザサ
i

iA吻ノ・4961窃・ノ4β5var」～αノ即f．

i　　　　♂ακ。，ぬ，シ。ヨメナ
i
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　　Tab．20　スズメノヤリーアカマツ群落およびサイゴクミツバツツジーアカマツ

　　　　　　　　群落植栽適性植物一覧表

Ubersichtstabelle　der　geeigneten　ArteR　fUr　die乙μ劉Zααψゴォα’α一．勘zπ3漉π5解切π一Gesellschaft

u．R’zo40吻η凶て）ノzπz‘のω一P加z‘∫漉2z5極）プα一Gesellschaft

階
Schicht

層 構 成
Arten

種

高 　木　　層

Bau狙schicht

P加zが48／z∫解切「α　アカマツ

P加z‘∫疏ππうω9だ　クロマツ

Qμ6γα‘∫5θ7フ・α彦α　コナラ

Cα∫如7～8α‘プ6／zαごα　クリ

Qど‘βプα6∫αo厩α　アカガシ

Cα∫’α7～砂5f5α砂∫磁∫αvar．5勧oZ4∫～スダジイ

凝yが6α7・κうプα　ヤマモモ

Qz紹プα‘55謡∫o∫πα　ウラジロガシ

低　　木　　層

　　Strauchschicht

i

i＿

1草　本　層
　　　　　Klrautschicht

50ノ窃∬α伽ぴbZ∫α　アズキナシ

Acα班’Lqカαπα」じ∫cfα4（功1κyZZo∫4c5　コシアブラ

飾ノπαノπ8Z∫5ノ妙。加6αvar．　oゐ彦z‘5α彪　マルバマンサク

W∫々5ご1・08〃がα彦1－0ん0オ0〃認　キガンピ

W『鍛5‘γoθ暗闘5漉罐fαηα　ガンピ

盈〃ツαノψ0π加　ヒサカキ

P漉0砂0η〃厚の6カU　トベラ

Pノ’μπ～‘∫∫π漉5αvar．飯π観6／z∫奮　キンキマメザクラ

湿ノ沼5カ8η読‘彪　ヒメヤシャブシ

V詑6厩π勉1πかノ’α6詑α砿ノπ　シャシャンボ

P∫βガ∫ブψ0／Z∫ごα　アセビ

Lz4泌ぬαψ∫如如　スズメノヤリ

A3∠81一αg6ノ「磁。∫磁5　var．ノzαノ’αθf．♂8μ6αノz疏％5シロヨメナ

ル愈∫cαπ疏μ55加8η5∫5　ススキ

ん9漉5如ブψo疵侃　ヤブコウジ

DごC1・απ（4）忽痒∫滅‘～乙0む0η雄　コシダ

αβ～61昭ノ～如ノ砂。π∫ごα　ウラジロ

（＝襟脚房4如ηzgO81趨∫ηgだ　シュンラン

＿」
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Tab．21マント群落植栽適性種一覧表（マント群落およびのり面植栽適性種）

　　　　　　Ubersichtstabelle　der　geeigneten　P且anzen撤r　Mantel　Gesellschaften

　　　　　（Arten　der　Manteレund　Saumgesellschaften　sowie　geeigneten　Pfianzen

　　　　　　　f廿rGranplanungen　auf　den　Hangen）

我

要

8
男
8

鱒
ヨ

壽

実が食用される．低木

Straucher　mit　eBbaren

　　　　　Fr茸chten

研ααzg／zπ∫τ〃πδ4ゐτ次τ　アキグミ

El’αβα9ノ～π∫〃耀諺解bノーζz　ナツグミ

E伽βαgノ協5！＞κπg6π∫ナワシPグミ

Rπろz‘5置1’ザ磁∫　カジイチゴ

Rπδ応力αZノπα砲5ナガバモミジイチゴ

斑Z66∫πガκ〃zoZ融αノ～箆∫　ナツノ、ゼ’

1磁0プ‘‘∫60〃3友yd5　クワ

Dめ⑫ツノ・0∫風帆　カキ

V写るπノフτz〃234諺α孟α診z4刀z　　カ“マズミ

韓

ム

花期の美しい．低木

Straucher　mit　sch6ne且

　　　　　　Bl廿men

憲蝋悪『蒸三1畿

Σ
　　　　　　roten　（od．　gelben）

　　　　　　Blatternim　Herbst

卜

Ro∫αη塀髭解ゆ’α　ノイバラ

Ro∫αω此勧7・α∫αノ2α　テリハノイバラ

Aゐ8召α宴》α疏κZ磁α　ツクバネウツギ

3彦4）飯Zノ～α刀41・α〃ZC∫∫6τ　コゴメウツギ

Dβ磁厩α5‘α6フ・αマルノミウツギ

1）βκ舵∫μ‘プ6刀π友τ　　ウツ・ギ

Mo9／zoあα60伽∫　コブシ

＆＠1耽ゾα薦伽ノη．厩ぬ　ミツバウツギ

五〇”記8薦9ノ‘β6βψ邸var・8ゼβ加惚　ウグイスカグラ

α01・o漉〃め・oπ’1・’clzo君。〃〃4〃z．クサギ

y伽〃7．貼附μ∫6認～〃πvarjo〃z6／z‘o∫z6〃z．ヤブデマリ

3ζz1／3♪♂κ♂‘∫∫～早う。♂読ζτノZα　　ニワ　トコ

α闇耽αノ妙。π∫‘α　コクサギ

，Aあ～葱αノ㍑Zfム痒5綴ノZ　ネムノキ

曼璽船脚忽Y量…妙望互・塵．．．婆ソ訂．．．．．．7．．．．か竺．．．．．．．．

A1’認∫α8彪如　タラノキ

R加5ノα・びαπ加ヌルデ9

Rんπ3z厚ぐん06αノ抑α　ヤマウルシ

Rんτ碍　∫紀66θ磁π8α　　ノ、ゼノキ

Rん麗5翻ZU65’1ゴ5　ヤマハゼ’

ム加漉1噂αgZα鰐α　ヤマコウバシ

▽ぞ加‘1フεz〃π力配θゐ。孟ノゴごんz〃π　　オ・トコヨウゾメ

V伽〃フzz〃π8’・05乙’ノπ　コバノガマズミ

▽’∫6麗1フ㍑〃ノ多4∬αオα’郡ノz　　カPマズミ

Eπ0564）ん∫∫ノ吻022foα　　ゴンズイ

Cα臨6αψαノゆ。厩ごα　ムラサキシキブ

Cα臨ごα砂αノπoμ∫∫ヤブムラサキ

BブOZ硲∫01．昭だαゐα9∫ノZO々ガ　コウゾ

・Aαzノ琵ん（4）απα」じ謬）∫7105㍑∫　ヤマウコギ

」転απ疏（やαノzαα：π吻）o短α‘∫オカウコギ

Ez‘0ノ妙〃沼∫認α臨3　ニシキギ

盈ωηツ〃観5訂8う。観∫αηπ∫　マユミ

Eμ02び〃昭∫o賜ゲ）ノ～メ頗∫　ツリバナ
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実が食用とされる植物

Lianen　mit　eBbaren

　　　Fr廿chten

その他のつる植物

　Sonst三ge　Lianen

　　　　木本植物

，　　　　　　Baumpflanzen

跳

、喬

ね

畿

Ω

草本植物

　Klraut玉ge－P士anzen

Po～〃層”z～α8α刀”05‘乙var．　Zα6’画5　カマツカ

P砂雇μ55詑ゐoZ4π　ヤマナラシ

Aんθゲαgz’加鷹α　アケビ

ノ娩8∂如／）8ηご妙憂yZZα　コ“ヨウアケビ

Aた8房α〃’ゲbZ如如　ミツバアケビ

5ごα”1彫0π’αん8エ妙1リノ♂Zα　ムベ

U’添愈4b始エビヅル
β81・漉8ノ〃∫αア・硯ωノ～05α　クマヤナギ

α8ηz認f∫露4＞o〃～αz　ハンショウヅル

α8〃Z磁5・ψ雄b磁ボタンヅル

α8〃彦αだ∫如闇η耀。”α　センニンソウ

5〃～諏餌・ψα’毎var．ぜで∬～屠6〃∫’∫シオデ

1万OSCOrα乙ω距Orθ　｝・コロ

Z万03COノ曾ごαノ妙0ノ～～ごα　ヤマノイモ

．乙。／z露召1一αノ妙。ノが。α　スイカズラ

C姥y「αz～αノ4ρoπ～cα　ヤブガラシ

CO40〃ρρ∫～5　Zα〃C80Zαごα　ツルニンジン

ぬπ1z6／zoc～∬～‘∫オ1’1α’ψ’滅z厩　ナツヅタ

A〃4）8Z（4）5；5わ7・8η4）84～’〃α’Zα伽　ノブドウ

W～誕8ノ・～α卿痒加〃Z滅Z　フジ

∫「」‘8ノ・αノ・～α　ZOゐα‘α　クズ

C8伽5‘ノ・～♂50ノ・∂～α4‘z甜∫　ツルウメモドキ

3〃～～Zα灘漁～〃α　サル1・リイバラ

＆αc1L｝，z碑∫ρ’π㏄・灘キブシ

五Zノ曜5ガノ7〃α　ヤシャブシ

A♂〃～∬∫躍わoZ読α〃‘乙　オオバヤシャブシ

AZ川∬1～ケ5寵αヤマハンノキ

Ro5α〃～’‘髭卵。’惚　ノイバラ

z）θ配漉α01・8〃α雄　ウツギ

Dα｛詑忽∫ごαゐ1一α　マルバウツギ

RIZO400セノZ41η〃1『8孟～α’1α’Z〃〃

Rん040漉ノZ4’一〇〃ノ～～‘4ψ8∫

CZ8∠ノぴα翫τノゐ～刀81’窃5　リョウブ

　　コ／ミノミツ／ミツツジ〉

サイゴクミツバツツジ

ハ4f5侃雇ノ躍5∫加8ノ～∫∫∫　ススキ

ノレ’～躍読ノ～♂”α1訪’如　トダシバ

Cα1・8」じZ8麗α　ナキリスゲ

Cα1で」じZ躍～ごoo♂αごα　ヒカゲスゲ

Cα’でエ諺βノzo∫如ぐ1姻5　ニシノホソモソジスゲ

Rz‘加5θ’麗α（箸σb疏イ5　クマイチゴ

Rκ加5♪6Zノ〃α激∫　ナガバモミジイチゴ

勲プら，α∫‘α〃48ノ～∫　コウヤボウキ

Z（る，3～αノ砂0／Z～Cα　シバ
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は，樹種の選択がもっとも重要である。樹種の選択，決定には生態学的，植物社会学的な十分な

現地における調査，研究成果を基礎としなければ成功しない。

　すなわち，生きている緑の復元一環境保全林形成一のためにはその立地の潜在自然植生の構成

種を良く理解しなけれぽならない。また，植生学的手法に基づいて植栽すれぽより確実に植物を

活着させることにつながる。

　それぞれの立地の主な潜在自然植生に対して植栽適性植物種名はTab．16～20で示されてい

る。

4．苗　木　植　栽

　環境保全林形成に際して，植生学的理論に基づいた小さくても，将来高木林を形成する樹種の

幼苗を密植する植栽方法を最も重要視すべきである。

　従来行なわれてきた植栽方法は，養生畑（苗圃）であらかじめ玉．0～5，0m程度大きくなった苗

木または成木を，熟練した職人の手によって掘り取り，ワラ又は縄で根の周りの土が落ちない様

に根巻きを行ない，枝を切り，葉を落し，根切りした後に運搬して，現地に植栽される。この従

来の：方法では，直根が切られ，さらに掘り取りの際，樹木にとって最も重要な細根が，スコップ

等によってかなりの量が切り取られてしまうので非常に樹勢が弱る。樹勢の劣った樹木を活着さ

せるには，その水分蒸散作用をできるだけ防ぐため，思いきって葉や枝を少なくして，さらに幹

巻きなどを行ない，そのうえに支柱等の養生作業を併せて行なってきた。このような従来の植栽

方法では，

　（1）樹勢が劣っているため，回復し生長を閉下するまでに最低2～3年の月口を必要とする。

　（2）活着率が低い。

　（3）樹木が大きいため，森林形成の必要条件である多層植栽，密植が困難である。

　（4）樹冠が地表をおおうまで長い年月を要するので，森林内の閉鎖性が保たれず，人關による

管理作業がかなりの量となり，長い年月にわたって必要になってくる。

　（5）支柱等の養生作業が長い年月の間必要となる。

　（6）多種類の樹種の調達が，短い年月では困難である。

　⑦　植栽木の購入費，植栽費用，その後の維持，管理費用が相乗的にぼう大となる。

　（8）大両積の植栽，とくに傾斜地の植栽では工期が長くかかり，困難である。

　（9）樹種によって植栽時期が限定され，それ以外の期間に植栽すると，活着率の一周の低下を

きたす。そのため，植栽工事期關が限られてしまう。

以上のような様々な欠点がある。

　生態学的な環境保全林の広い面積にわたる翻造の様な大規模植栽には，将来高木に生育する幼

苗木（樹高0．3～1．5m程度の2～3年生のもの）の密植による植栽方法が数々の有利な点を見い

だせる。この苗木を使用する際にも，養生畑（苗圃）より直接移植するような細根，直根を切っ
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たものではなく，ポット栽培による苗木を使用する方が，移植が容易で，生育が着実で，もっと

も効果的である。

　ポット栽培による苗木とは，移植時に根群の損傷をさけ，樹勢の劣るのを防ぐために，あらか

じめ，ビニール，プラスティックス等の容器の中で苗木を種子から栽培して，容器内に根が充満

している健全な苗木を，植栽現場で，容器をはずして，そのままの状態で植えこむ。したがって，

植栽した時点から生育を続けるので，移植時の生長阻害が従来の苗木植栽のより少なく，以下の

ような数々の利点をもつ。

　（1）活着率がほとんど100％に近い。

　（2）密植が可能で，多くの種類を混植できる。

　（3）移植時に生育が止る事がないので，2～3年で地表をうっべいする。

　（4）1本1本の支柱等の必要はない。しかし，風の強い場所では防風ネットまたは，マント群

落をかねた防風用の生垣などのマント群落の形成が勧められる。

　（5）移植（植え込み）の際，特に専門的な技術を必要としない。

　（6）運搬が容易で荷いたみが少ないので，長距離の運搬ができる。しかも大量運搬ができる。

　⑦　大面積植栽，急傾斜地植栽が短い工期で可能である。

　（8）移植の時期を選ばない。

　（9＞あらゆる経費が安く，将来確実に環境保全林を形成する。

5。マウンド造成による植栽

　実際の環境保全林形成にあたり，敦賀発電所構内の平地においては，マウンド造成による植栽

方法がもっとも有効である。用地を確保する場合，出来るだけ広い面積であることが環境保全林

　Fig．16　限られた面積の植栽例

Pflanzungsbeispiel　au｛　schmalen　Flachen
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／ ＼

／ ＼

　　　　　　　　Fig．17　マウンド造成と表層水流の模式例

K廿nstliche　HUge1．Bi1（lung　und　Richtungen　des　oberflachelichen　Wasser－Abflusses．

の果す各種の保全機能の効果も大きく，有利になる。それが狭い場合でも環境保全林形成は不可

能ではない。むしろ，どこに，何を，どのような配置で植えるかという事が問題である。例えば，

幅員が2mであっても，それなりの環境保全林形成は可能である（Fig．16）。

　幡の広い用地の場合，雨の多い我が国では表面排水をどう処理するかをよく検討して保金林地

内に水が停滞しない様に配慮する必要がある。これには，中央部を盛り上げたマウンド方式が最

も効果的である（F玉9．17）。

　6．切土面の植栽

　敦賀発電所の大部分は山にかこまれて立地となっている。従来行なわれてきた外来牧草の吹き

つけなどによる斜面緑化では豪雨，強風の際，切土面も保持できない。

　今後，植栽する場合はこの様な一時的な表面的な緑化ではなく，潜在自然植生の主要構成種の

常緑広葉樹林で被われた，多様で安定した恒久的な斜面保持，および土地固有の緑の環境創造，

自然景観の形成を図らなけれぽならない。

　斜面の保全林形成に際しては様々な問題点が生じるが，以下に問題点および対応策を列挙して

考察されている。

　　問　　　題　　　点　　1　　　　　　　対　　　　　応　　　　　策
　　　　　　　　　　　　　圭
岩盤のため植栽は可能か。

急傾斜地の植栽。

i試算算置ず2逮土（母土．壌）搬入し璽土する・

粒朶を使用し，傾斜をゆるくする。

土砂の流亡。

i「翻の瀦後触長．

｝「癩磯是「一…冒

　粗朶を幾重に使用し土砂の流れを防ぐ。

ポット苗の使用および客土の投入により，マウンド上の生育と大差はな

い。

保全林完成時には潜在膚然植生の構成種で斜面を覆うが，当面斜面保持

のため，地表を覆うものとして，代償植生の構成種である自生種のシダ

類，チガヤ，ススキなどを使用すれば良い。
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植栽樹木の活着後の斜薩保　　主木の根は直根性であり，将来10～15年後には深さ1，0～1．5mほどにな

持の限界。　　　　　　　　；り，土壌を固定するが，それ以下の地下水，土壌構造については土木工

　　　　　　　　　　　」．．髄肋勉？墾●聯至勲冤坐聖塑：．

粗朶の入手が困難な場合。 例えば，ワラ，蛇籠など，もしくは，土の移動が止められるよう大形ゴ

ミ類の利用も考えられる。劔れの場合でもただし透水性の良好なものが

1　のぞまれる。

7．　植栽後の管理

　樹木の維持管理といえぽ，従来一般的には，灌水，施肥，除草，病虫害防除，枝打ち，勇定整

姿等と考えられる。しかし，大面積の環境保全林を創造しようとする場合，これらの作業を個々

にわたり長年実施するには，膨大な経費を必要とし，実際上不可能に近い。

　そこで，我々の睡的とする環境保全林を創造する場合，これらの作業をできる限り短期間に切

り上げて，将来放置しておいても健全な環境保全機能を果す森林として発達する様にあらかじめ

造成時より十分な配慮が必要である。前述されてきたように，表層土の保持，郷土種の選定，多

層構造，密植，ポヅト幼苗の植栽等は，他方ではすべてこの管理作業の軽減につながる。これら

の点が確実に実行されれぽ，幼苗自身が植付後2～3年で安定した生態系を形成して，人間の手

による保護，管理が全く必要でなくなる。しかし，樹木のほとんど，又はまったくないところに

新たに環境保金林を形成しようとする場合，苗木を植えて後，少なくとも，初期の2～3年間，

すなわち植栽された苗木がその場所に定着し，着実に生育して多様な環境保金林の基礎を形成す

るまでの1～3年間はある程度の管理作業が必要である。次に主な管理上の問題点が要約されて

いる。

　（1＞表層土の機能を十分に発揮させるために，有機質の補充，すなわち稲ワラ，刈草等を植栽

後敷き込む。

　（2）敷きワラが十分であれば，灌水の必要はほとんどないが，植栽直後および初年度の夏季の

乾燥時セこは必要に応じて灌水を行なう。

　（3）施肥はできる限り有機質の形で与える。

　（4）病虫害が多発した場合は駆除を行なう。

　（5）聴定整姿，また支柱等は，とくに必要としない。しかし，風の強い場所では，防風ネット

等の使用も必要となってくる。

　（6）樹冠がうっべいするまでの2～3年は，1年間に2回程度の除草が必要である。しかしこ

の場合，抜きとった，あるいは刈り取った雑草は，苗木の閲に敷き込んで行くようにする。


